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 本報告書は、外務省より平成 23 年度国際問題調査研究・提言事業費補助金を受けて、「日

米中関係の中長期的展望」というテーマのもとで、1 年間当研究所が行ってきた研究活動の

成果を取りまとめたものである。 

 近年、中国の急速な経済的および軍事的台頭が、アジア太平洋地域の力関係に変化を与

え、安全保障環境が大きく変化しつつある。そうした力関係の変化は、日米同盟の役割に

影響を与えることも考えられる。現在の日本にとっての大きな課題は、中国の経済的・軍

事的台頭及びそれに伴う安全保障環境の変化にいかに対応し、また主体的に地域秩序形成

に取り組んでいくかを検討することである。 

本研究プロジェクトは、以上の問題意識に基づき、当該分野に詳しい専門家を結集して、

アジア太平洋地域における安全保障環境の変化、日本、米国、中国、東南アジア諸国連合

（ASEAN）の政策、地域制度の役割につき多角的に分析・検討する研究会を設置し研究を

行ってきた。本報告書はその成果として、研究会合での報告・討議、海外調査出張、シン

ポジウムでの意見交換などで得られた知見をもとに、日本の外交・安全保障政策をより有

効なものとするための政策提言の一助とすべく「調査報告書」としてまとめたものである。 

 なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり当研究所の意見を代表する

ものではない。しかし、本研究成果が日本の外交政策の将来を考える上での意義ある一助

となることを心から期待するものである。 

 最後に、本研究に真摯に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表したい。 
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